
アイカゴで採れたバスの成魚。

第3回活動は波が高く作業が大変な日でしたが、17名のメンバーが来て下さいました。人工産卵床

の見まわりでは、1か所でバスの産卵が認められたほか、4か所で底面の砂利を払った形跡が見つか

りました。稚魚すくいでは、3か所でふ化して間もない稚魚の群れが採れました。また、ブルーギルの

幼魚がぽつぽつと採れました。定置網の魚は、大物はバス、ライギョ、ナマズ、フナ、小型の魚はブ

ルーギル、モツゴ、タモロコ、ヒガイ、タイリクバラタナゴ、コイ稚魚などが入っていました。また、モクズ

ガニが多いことが印象的で、一つの定置網に6匹入っていたところもありました。

バスの稚魚が出始めました。まだ
14mmくらいの大きさ。

定置網に入った大きなブルーギ
ル。腹に卵を持つ♀でした。

持ち帰って水に浸すとこの通り。
白くてゆらゆらした物が見えます。

今回お騒がせだったのがこの物
体。魚卵そっくりで紛らわしい。

正体はコケムシ。群体を作って生
活する外肛動物の一種です。


